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放射性物質含有下水道焼却灰の減容化技術

◯内田修司(福島高専),大城優((株)カサイ),小林高臣(長岡技科大)

１．はじめに 東日本大震災により発生した原発事故の影響により、下水汚泥に高濃度の放射性物質を含む

事態となり、原発事故以前に行っていたセメントや肥料へのリサイクル等による場外搬出が困難な状況が

継続している（公）福島県下水道公社が運営する県中浄化センターでは日々発生する下水汚泥の溶融減容化

処理と仮設焼却施設による保管中の下水汚泥の減容化処理が実施されている１）。減容化後は放射性物質の

濃度により取り扱いが規定されるが、放射性物質濃度が高い減容化物の搬出は実施されていない。下水道汚

泥の減容化として焼却処理が各地で行われている。原発事故後、一般可燃ゴミの焼却灰と同様に汚泥中の放

射性物質がばいじん（焼却灰）中に濃縮されるためリサイクルが停止しているが、汚泥中のリンが濃縮され

るため、リン資源のリサイクル原料として利用されている。佐々木らは、放射性物質を含んだ下水道汚泥の

焼却灰からリン酸イオンとして回収できること、放射性物質は焼却灰に残ることを報告している２）。福島県

内では焼却減容化され高濃度の放射性物質を含む下水道汚泥焼却灰の処理が課題であるため、放射性物質

の濃度を高めずにリンを回収できれば、震災前と同様にリサイクルと放射性物質含有物の保管量を削減で

きることになる。日本にはリン資源がないため P2O5換算で 20~30wt%の含有量の下水道汚泥焼却灰からリ

ンを回収するリサイクルシステムを動かすことは非常に重要である。

２.実験 焼却灰からリン酸の回収には、70℃程度のアルカリ溶液中で焼却灰を処理してリン酸イオンとし

て溶解させリン酸カルシウムとして回収する灰アルカリ法が用いられている。この処理では放射性物質の

溶出量は検出限界以下であるが、可溶成分の溶出するため残留する放射性物質の濃度が上昇してしまう。そ

こで、一般可燃ごみ焼却灰の脱セシウム処理に有効であった水熱処理３）を下水道汚泥焼却灰に施して、放

射性物質濃度の変化、リン酸イオンの回収量を測定した。 

３.結果 従来の灰アルカリ法ではリン酸濃度は 0.5wt%程度であったが、水熱法では 1~3％とリン酸イオン

の溶解が促進されること、灰中の放射性物質の 60~80％が液相に移行することなどが確認できた。焼却灰

中の放射性物質濃度が高い場合でも、水熱処理によって再資源化、再利用などに必要な濃度基準などの条件

を満足できる可能があり、保管量の大幅削減が期

待できる。一般的な灰アルカリ法はリン酸など溶

解度の大きな領域を溶かすのに対して、水熱法で

は、焼却灰の構造（Si-O-Si、Si-O-Alなど）を溶

解するため粒子の表面だけでなく内部に固定さ

れていた放射性物質を溶出させたものと考えら

れる。溶出した放射性物質はゼオライトポリマー

複合吸着材で回収した。 

現在、溶出金属の定量、リン酸イオンの高純度

化などを検討している。 
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